









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































明 f台 2 年 | 明治 6年 〈浅草雲町まで | 大正3年
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" 1 1 11 天正中より
長吏弾左衛門構内
H 1 1 11 
天正中より
長吏弾左衛門構内
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人口|お 吋叫叫 549 
同 288) 判 285] 判 266 
2丁目 叫ω81山 711，09411，241げ 811，3361山 6
同 判刈 2431 判叫 221
3丁目 叫州問811，0681ω7
計
|戸数 1 吋吋叫叫叫吋叫 625
人口 い ，31312， 4341 2， 603:開 51山 91丸吋 3，0541 2， 702 
「草iF東京官官|東京東京浅草資 料







亀岡町 犬山2 1 
632 
1丁 目 549 
同
大 10・12 1 1，336 
2丁目
昭 3・12 1 1，126 I 
同
大 10・12 r 1，086 
3丁 目 1，027 
大山2 I 3，054 
合 計
2，702 
東
洋
法
学
二
0
0
わ
ち
、
戸
数
九
七
、
人
口
三
五
二
の
減
少
と
な
る
。
五
、
新
町
固
有
産
業
の
近
代
化
弾
囲
内
の
新
町
の
大
多
数
の
家
は
、
草
屋
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
宇
和
三
年
(
一
八
O
三
〉
、
新
町
住
民
の
職
業
は
、
主
と
し
て
牛
馬
と
も
イ
な
せ
っ
た
み
ζ
し
の
皮
細
工
、
幹
綱
、
太
鼓
、
雪
踏
、
神
輿
な
ど
を
製
造
し
、
幕
府
へ
も
上
納
し
た
(
己
。
特
に
、
皮
細
工
は
、
弾
配
下
の
生
活
を
さ
さ
え
る
代
表
的
な
特
権
固
有
産
業
と
い
え
る
。
〈
る
わ
囲
内
に
つ
い
て
は
、
十
方
庵
の
語
る
と
こ
ろ
で
は
、
新
吉
原
の
曲
輪
の
よ
う
に
、
総
門
を
構
え
、
全
く
外
部
と
一
線
を
闘
し
、
内
部
は
た
ん
も
の
厳
然
と
配
下
の
商
家
が
軒
を
並
べ
、
皮
革
業
を
営
ん
で
い
た
。
そ
の
囲
内
を
貫
く
往
来
の
両
側
に
は
、
さ
ら
に
太
物
屋
、
質
屋
、
湯
屋
、
髪
結
な
ど
も
あ
っ
た
(
昭
三
と
ん
す
み
は
ま
ゆ
み
や
さ
ら
に
住
民
は
、
ま
た
竹
皮
笠
、
草
履
、
同
裏
附
、
燈
心
、
破
魔
弓
箭
な
ど
を
製
作
す
る
業
務
も
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
固
有
産
業
は
、
幕
府
の
保
護
を
受
け
、
専
売
を
許
さ
れ
た
。
こ
の
特
権
に
対
し
弾
は
、
配
下
の
検
多
、
非
人
た
ち
を
動
員
し
、
無
宿
、
野
非
人
の
刷
、
ふ
、
と
り
も
の
け
い
と
し
お
き
犯
科
人
の
護
送
、
捕
物
、
J
響
回
、
刑
の
執
行
、
仕
置
番
役
な
ど
の
義
務
を
負
い
、
新
町
は
役
人
町
と
な
っ
た
。
新
町
が
近
世
末
ま
で
、
皮
細
工
業
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
幕
府
が
弾
に
対
し
関
入
州
、
甲
斐
、
伊
一
旦
、
陸
奥
、
駿
河
な
ど
の
十
二
か
国
に
お
け
る
舞
牛
馬
取
締
の
特
権
を
許
可
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
に
皮
問
屋
も
あ
っ
た
。
か
く
て
皮
革
業
を
支
配
し
独
占
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
大
の
利
益
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
封
鎖
社
会
の
た
め
安
価
な
労
働
力
を
一
方
的
に
集
中
で
き
、
収
奪
で
き
た
産
業
構
造
は
、
ト
ヲ
プ
層
に
わ
ず
か
ば
か
り
の
数
の
富
豪
を
形
成
さ
せ
、
こ
れ
に
対
し
底
辺
で
は
、
極
め
て
劣
悪
な
多
く
の
貧
困
層
を
断
え
ず
再
生
産
す
べ
き
状
態
を
育
成
し
て
き
た
。
こ
の
環
境
の
う
ち
に
、
こ
れ
ら
の
階
層
の
頂
点
に
位
し
た
弾
の
財
産
は
、
三
千
石
相
当
の
身
代
へ
と
築
き
上
げ
ら
れ
た
の
は
江
戸
中
期
で
あ
っ
た
(
泊
三
と
こ
ろ
が
、
明
治
維
新
の
政
治
変
革
を
経
て
太
政
官
か
ら
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
八
月
二
八
日
発
第
六
一
号
布
告
が
次
の
よ
う
に
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
弾
左
衛
門
が
賎
民
層
に
君
臨
で
き
た
足
元
が
、
も
ろ
く
も
突
き
崩
さ
れ
て
い
っ
た
。
機
多
非
人
之
称
ヲ
被
廃
候
条
、
自
今
身
分
職
業
共
平
氏
同
様
タ
ル
ヘ
キ
事
こ
の
解
放
令
は
、
果
し
て
封
建
的
身
分
の
制
約
に
泣
く
、
賎
民
集
落
に
対
す
る
早
天
に
慈
雨
と
い
え
よ
う
か
。
差
別
意
識
は
、
昭
和
の
現
在
に
ま
で
残
存
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
的
特
権
は
剥
奪
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
職
業
の
自
由
は
、
た
し
か
に
自
由
主
義
の
原
理
に
立
つ
資
本
主
義
成
長
期
に
突
入
す
る
に
は
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
裏
返
せ
ば
未
解
放
集
落
の
固
有
産
業
の
保
護
を
外
し
、
般
企
業
、
投
資
家
に
そ
の
門
戸
を
聞
い
た
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
業
に
旧
武
士
群
が
転
出
し
、
ま
た
旧
町
人
資
本
の
投
入
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
外
部
か
ら
す
る
圧
力
と
、
封
建
的
製
皮
革
技
術
の
洋
式
化
へ
の
変
動
期
を
巧
み
に
乗
り
切
る
べ
き
使
命
を
担
わ
さ
れ
た
の
が
、
弾
左
衛
門
改
め
て
弾
内
記
か
ら
弾
直
樹
に
名
を
か
え
た
運
命
の
人
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
近
代
産
業
技
術
の
怒
濡
に
投
げ
込
ま
れ
、
今
ま
で
の
伝
統
的
皮
革
技
術
か
ら
脱
皮
し
、
洋
式
軍
制
に
よ
る
軍
用
皮
革
と
そ
の
製
品
の
生
産
に
集
落
民
の
起
死
回
生
の
突
破
口
を
目
途
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
、
独
占
が
伴
わ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
先
覚
者
的
試
練
の
み
が
苛
烈
に
弾
に
迫
っ
た
。
内
記
は
、
洋
式
製
革
、
製
靴
の
重
要
性
を
早
く
も
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
三
月
に
着
目
し
、
元
来
皮
革
業
を
専
門
と
し
て
き
た
配
下
に
、
洋
式
製
革
法
を
伝
習
さ
せ
て
、
技
術
的
に
世
界
的
水
準
を
追
お
う
と
図
り
、
外
国
人
教
師
を
招
聴
し
、
一
層
上
げ
て
兵
部
省
用
達
品
の
都
市
行
政
上
に
お
け
る
賎
民
集
落
の
存
在
形
態
ニO
東
洋
法
学
一
O
二
調
達
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
造
兵
司
か
ら
明
治
二
年
九
月
付
で
弾
内
記
宛
皮
革
製
造
用
達
申
付
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
会
社
組
織
に
よ
る
「
皮
革
軍
靴
製
造
所
」
が
設
け
ら
れ
、
陸
海
軍
造
兵
司
所
罵
と
な
っ
た
。
弾
の
計
画
も
順
調
に
進
ん
で
い
っ
た
と
こ
ろ
、
明
治
四
年
の
解
放
令
が
出
さ
れ
、
弾
直
樹
以
下
機
多
非
人
共
民
籍
編
入
制
が
発
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
で
、
弾
の
支
配
職
権
は
、
東
京
府
の
命
令
で
解
除
さ
れ
皮
革
問
屋
の
統
制
が
で
き
な
く
な
り
、
洋
式
製
造
工
場
結
社
の
監
督
権
も
な
く
な
っ
た
。
か
く
て
滝
野
川
ハ
東
京
都
北
区
)
の
製
革
製
靴
伝
習
所
並
に
御
用
製
造
所
を
明
治
五
年
ハ
一
八
七
二
)
一
月
、
浅
草
橋
場
町
に
移
転
し
、
武
庫
司
か
ら
一
0
年
間
の
軍
靴
註
文
を
受
け
、
軍
靴
職
工
に
対
し
、
海
陸
刑
律
の
拘
束
を
適
用
し
、
弾
は
そ
の
事
業
を
行
っ
た
が
、
職
工
た
る
伝
習
生
が
、
主
と
し
て
貧
困
家
庭
の
子
弟
で
、
給
与
費
も
多
額
に
の
ぼ
っ
た
の
に
比
較
し
て
、
技
能
は
向
上
せ
ず
、
製
品
不
合
格
と
相
ま
っ
て
軍
靴
は
、
軍
当
局
で
舶
来
品
に
切
換
え
、
輸
入
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
再
起
を
計
っ
た
弾
は
、
三
井
組
の
援
助
に
よ
り
、
一
一
一
井
組
監
督
北
岡
文
兵
衛
の
北
岡
の
名
を
加
え
、
こ
の
方
面
に
よ
る
資
本
の
投
入
を
え
て
、
事
業
は
弾
北
岡
組
と
な
っ
て
、
明
治
七
年
、
軍
靴
製
造
所
の
業
務
を
開
始
し
、
陸
軍
省
御
用
を
引
受
け
、
事
業
が
進
め
ら
れ
た
が
、
明
治
二
十
年
に
損
失
が
発
見
さ
れ
、
ま
た
徴
兵
令
改
正
で
、
大
節
約
な
ど
あ
り
、
一
二
年
収
支
償
わ
ず
、
こ
こ
に
弾
家
伝
来
の
不
動
産
を
投
じ
て
責
に
任
じ
た
が
、
同
二
二
年
七
月
九
日
直
樹
は
死
去
し
た
。
そ
の
長
子
は
、
北
岡
と
事
業
を
続
け
、
明
治
三
五
年
、
北
岡
に
代
り
、
賀
田
組
と
共
同
経
営
と
な
っ
て
後
に
東
京
製
皮
株
式
会
社
と
な
っ
た
(
M
)
O
し
か
し
、
一
般
に
い
っ
て
、
日
清
、
日
露
戦
争
と
こ
の
期
に
お
け
る
日
本
資
本
主
義
の
前
進
は
、
皮
革
製
品
関
係
産
業
を
発
展
さ
せ
、
こ
の
産
業
に
従
事
し
た
人
々
に
と
っ
て
将
来
の
発
展
を
約
束
す
る
も
の
が
あ
っ
た
(
号
。
こ
う
し
た
弾
を
中
心
と
す
る
皮
革
事
業
の
展
開
に
対
し
、
履
物
業
、
花
緒
業
も
同
じ
よ
う
に
亀
岡
町
を
中
心
と
し
て
聖
天
町
、
馬
道
、
山
谷
、
花
川
戸
、
猿
若
町
へ
と
向
っ
て
大
き
く
発
展
し
て
い
っ
た
(
想
。
ま
た
神
輿
神
楽
面
太
鼓
業
者
も
こ
の
地
を
基
地
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
る
(
さ
o
こ
れ
ら
の
皮
革
関
係
産
業
の
集
落
的
展
開
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
詳
述
し
た
い
。
六、
{J 
す
ぴ、
皮
革
関
係
等
国
有
産
業
の
飛
躍
的
発
展
と
相
ま
っ
て
、
亀
岡
町
住
民
は
こ
こ
を
基
地
と
し
て
資
本
の
蓄
積
を
し
た
人
々
も
か
な
り
い
る
が
、
そ
の
反
面
大
多
数
の
人
々
は
、
明
治
三
一
年
に
横
山
源
之
助
が
「
日
本
の
下
層
社
会
」
で
東
京
に
お
け
る
ス
ラ
ム
の
様
相
を
描
い
た
う
ち
に
、
亀
岡
町
の
ス
ラ
ム
民
化
を
簡
単
に
指
摘
し
て
い
る
。
わ
た
し
は
、
す
で
に
「
江
戸
時
代
の
賎
民
集
落
か
ら
近
代
ス
ラ
ム
へ
の
変
容
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
(
一
九
五
八
年
六
月
一
日
、
日
本
社
会
福
祉
学
会
関
東
部
会
第
五
回
研
究
大
会
報
告
)
と
題
し
て
、
東
京
市
下
谷
区
万
年
む
う
む
ね
町
ハ
近
世
の
下
谷
山
崎
町
、
こ
れ
は
準
賎
民
乞
胸
頭
の
居
住
地
)
の
例
を
引
き
論
証
し
、
さ
ら
に
、
昭
和
三
四
年
度
地
方
史
研
究
者
協
議
会
大
会
で
、
亀
岡
町
の
ス
ラ
ム
化
を
追
求
し
て
み
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
別
の
機
会
で
さ
ら
に
詳
し
く
論
述
し
て
み
た
い
。
従
っ
て
こ
こ
に
印
別
に
す
る
項
目
か
ら
省
い
た
。
つ
ま
り
、
ス
ラ
ム
は
、
資
本
主
義
発
展
の
う
ち
に
は
ら
む
矛
盾
に
よ
っ
て
生
れ
た
ル
ン
ペ
ン
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
最
底
と
す
る
細
民
集
団
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
、
す
べ
て
資
本
主
義
と
と
も
に
新
た
に
転
落
し
た
人
々
の
群
の
み
と
は
限
ら
れ
ず
に
、
近
世
賎
民
群
の
再
編
成
群
を
も
包
摂
し
、
い
な
、
む
し
ろ
中
核
体
と
な
っ
て
雪
ダ
ル
マ
的
に
や
は
り
遠
心
運
動
を
行
っ
て
い
っ
た
。
か
く
て
、
こ
の
社
都
市
行
政
上
に
お
け
る
賎
民
集
落
の
存
在
形
態
二
O
三
東
洋
法
学
二
O
四
会
の
片
隅
に
き
く
、
「
俺
た
ち
貧
之
人
は
、
や
っ
ぱ
り
何
時
に
な
っ
て
も
貧
之
人
に
生
れ
つ
い
て
い
や
あ
が
る
」
と
い
う
半
ば
あ
き
ら
め
の
言
葉
が
、
今
後
共
真
理
で
な
い
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
だ
が
、
も
と
亀
岡
町
の
地
は
、
戦
災
を
経
て
、
ほ
と
ん
ど
か
つ
て
の
面
影
は
な
い
。
註
-
n
L
 
石
井
良
助
編
「
日
本
法
制
史
」
二
五
八
l
二
六
O
頁。
日
本
人
文
科
学
会
編
「
社
会
的
緊
張
の
研
究
」
の
中
の
『
少
数
問
胞
の
問
題
』
の
章
。
「
西
村
勝
三
翁
事
歴
」
(
東
京
常
民
史
研
究
所
々
蔵
〉
C
4
弾
屋
敷
の
旧
敷
地
に
囲
ぐ
ら
し
で
あ
っ
た
土
塀
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
、
昭
和
一
二
、
三
年
頃
ま
で
残
っ
て
い
た
ハ
筆
者
間
書
、
木
村
新
之
助
談)。
5
拙
稿
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
考
察
」
(
「
東
洋
法
学
」
創
刊
号
、
二
一
六
頁
)
。
6
現
在
の
大
阪
府
池
田
市
に
あ
た
る
(
大
阪
府
史
料
〉
。
7
「
従
頼
朝
公
長
吏
己
下
支
配
可
仕
旨
御
証
文
、
鎌
倉
若
宮
八
幡
宮
奉
納
之
旨
申
候
得
共
分
明
に
無
御
座
候
ハ
中
略
)
別
当
之
申
達
抜
写
貰
、
別
当
の
判
形
御
座
侯
得
ば
奉
納
と
相
聞
申
侯
云
々
」
〔
文
化
十
二
年
(
一
八
一
五
)
九
月
、
成
稿
「
御
府
内
備
考
」
巻
二
O
〕。
8
前
掲
拙
稿
、
二
一
三
頁
、
註
(
叩
)
。
9
「
御
府
内
備
考
」
巻
二
O
(大
日
本
地
誌
大
系
本
、
第
一
巻
、
一
ニ
九
六
頁
)
。
日
「
穣
多
頭
団
左
衛
門
は
、
御
入
国
前
。
今
の
本
通
り
室
町
三
四
町
の
辻
に
あ
た
り
侯
に
、
代
々
居
住
仕
候
」
(
「
事
蹟
合
考
」
二
)
。
ま
た
「
只
今
日
本
橋
尼
庖
と
申
す
あ
た
り
、
茨
原
の
中
に
地
高
な
る
所
有
り
て
、
」
「
械
多
村
に
て
団
左
衛
門
が
屋
敷
杯
も
有
之
」
(
「
落
穂
集
追
加
」
二
)
と
あ
る
(
拙
稿
「
弾
左
衛
門
由
緒
書
に
つ
い
て
|
所
謂
廿
九
座
」
中
大
評
論
、
一
九
五
0
・
一
、
四
四
頁
)
。
日
「
江
亭
記
」
。
菊
池
山
哉
「
日
本
の
特
殊
部
落
」
(
東
国
之
一
)
二
二
六
頁
。
問
、
「
五
百
年
前
の
東
京
」
第
五
章
。
ロ
「
御
入
国
以
後
。
只
今
の
元
鳥
越
と
申
す
辺
へ
引
き
移
り
、
」
(
「
落
穂
集
追
加
」
二
)
‘
日
「
鳥
越
ノ
械
多
ハ
、
長
吏
弾
左
衛
門
ノ
徒
、
其
ノ
頃
烏
越
ニ
居
リ
ジ
モ
ノ
ア
リ
。
今
の
猿
屋
町
ヨ
リ
向
柳
原
ノ
辺
ハ
、
其
旧
漣
ナ
ル
ヨ
シ
」
(
天
正
日
記
)
。
3 
日
「
往
古
日
本
橋
室
町
の
辺
に
居
住
し
、
此
の
地
に
移
り
来
る
」
(
江
戸
砂
子
補
〉
。
日
「
慶
長
年
中
の
頃
迄
は
刑
罪
場
云
々
」
(
「
御
府
内
備
考
」
巻
一
入
、
前
掲
本
、
第
一
巻
、
三
五
四
頁
)
。
日
「
正
保
二
酉
年
、
当
所
最
寄
不
残
御
用
地
に
被
召
上
、
山
谷
村
に
て
代
地
被
下
置
、
当
時
の
新
烏
趣
町
に
御
座
候
。
(
中
略
)
町
銘
の
儀
は
烏
越
村
の
旧
地
に
付
元
烏
越
町
と
相
唱
候
由
申
伝
に
御
座
候
。
」
ハ
「
御
府
内
備
考
」
巻
一
八
、
元
鳥
越
の
項
|
前
掲
本
、
同
書
、
第
一
巻
、
一
ニ
五
二
頁)。
げ
「
正
保
二
年
丘
阜
取
崩
し
と
共
に
、
同
年
九
月
町
屋
を
仰
付
け
ら
れ
た
際
は
、
単
に
烏
越
町
と
呼
ん
で
い
た
が
、
元
の
字
を
冠
す
る
に
い
た
っ
た
の
は
何
年
頃
か
不
詳
で
あ
る
。
」
(
東
京
都
台
東
区
役
所
刊
「
台
東
区
史
」
上
巻
、
八
二
四
頁
)
0
3
東
京
市
浅
草
区
役
所
版
「
浅
草
区
誌
」
上
巻
(
大
正
三
年
)
四
六
七
頁
。
「
各
町
の
沿
革
」
に
よ
り
作
成
。
四
「
浅
草
区
誌
」
上
巻
、
四
六
七
頁
に
慶
応
二
年
に
弾
内
記
と
あ
る
が
。
弾
左
衛
門
が
慶
応
四
年
ハ
一
八
六
八
)
正
月
、
に
身
分
を
平
人
に
引
き
立
て
ら
れ
た
と
き
、
幕
府
当
局
に
改
名
出
願
し
、
同
月
二
十
七
日
、
町
奉
行
か
ら
「
左
衛
門
改
メ
弾
内
記
」
と
改
名
許
可
を
受
け
て
い
る
(
高
橋
党
仙
「
部
落
解
放
と
弾
直
樹
の
功
業
」
二
三
頁
)
こ
と
を
正
し
い
と
す
れ
ば
、
二
年
は
間
違
い
と
な
ろ
う
。
加
東
京
都
台
東
区
役
所
刊
「
台
東
区
史
」
上
巻
、
九
一
三
頁
。
幻
浅
草
区
史
編
纂
委
員
会
「
浅
草
区
史
」
上
巻
、
ハ
「
街
街
篇
七
、
昭
和
八
年
九
月
三
日
刊
)
八
三
頁
o
m
「
、
浅
草
区
誌
」
上
巻
、
五
二
八
頁
。
お
拙
稿
「
大
磯
宿
小
頭
助
左
衛
門
文
書
抄
」
ハ
「
東
洋
法
学
」
第
三
悲
第
一
口
ご
一
一
一
一
頁
、
註
問
。
M
磯
村
英
一
「
区
の
研
究
」
(
昭
和
十
一
年
)
七
頁
。
お
亀
岡
町
(
旧
新
町
)
町
名
沿
革
表
ハ
別
表
印
〉
。
お
寛
政
十
二
年
(
一
八
O
O
〉
八
月
、
弾
左
衛
門
が
幕
府
に
提
出
し
た
報
告
書
に
よ
る
と
、
戸
数
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
ハ
南
撰
要
集
〉
。
一
、
弐
百
参
拾
弐
軒
是
者
私
囲
内
に
罷
在
侯
手
下
ど
も
家
数
に
御
座
候
内
七
軒
都
市
行
政
上
に
お
け
る
賎
民
集
落
の
存
在
形
態
手
代
並
書
役
之
も
の
ニO
五
東
洋
法
学
二
O
六
役
人
平
之
も
の
(
一
一
一
滞
周
行
「
法
制
史
之
研
究
」
二
六
八
|
九
頁
)
幻
拙
稿
「
弾
左
衛
門
由
緒
書
に
つ
い
て
」
(
中
大
評
論
・
一
九
五
0
・
一
)
四
六
頁
。
お
「
浅
草
区
誌
」
上
巻
。
「
浅
草
区
史
」
中
巻
。
東
京
市
役
所
商
工
及
統
計
課
、
庶
務
課
調
査
書
な
ど
。
m
東
京
都
台
東
区
役
所
浅
草
支
所
戸
籍
課
文
書
。
戸
籍
諜
よ
り
所
轄
裁
判
所
に
提
出
し
た
戸
籍
異
動
関
係
文
書
。
初
「
浅
草
区
史
」
行
政
篇
(
中
)
二
五
二
頁
。
東
京
市
役
所
「
東
京
市
各
区
町
別
戸
数
及
人
口
」
(
大
正
一
0
・
二
一
・
2
二
生
在
、
大
正
一
一
・
一
一
・
一
刊
〉
五
三
頁
。
泊
享
和
三
年
ハ
一
八
O
一
ニ
)
十
二
月
、
弾
左
衛
門
が
幕
府
に
差
出
し
た
願
書
〔
幸
田
成
友
「
弾
左
衛
門
の
生
計
」
(
「
日
本
経
清
史
研
究
」
収
・
六
O
四
頁
〉
〕
M
M
三
浦
周
行
「
法
制
史
之
研
究
」
二
七
O
頁。
お
武
陽
隠
士
「
世
事
見
聞
録
」
。
東
京
皮
革
青
年
会
、
皮
革
産
業
沿
革
史
編
纂
委
員
会
「
皮
革
産
業
沿
革
史
」
(
上
巻
)
五
九
頁
。
M
「
部
落
解
放
と
弾
直
樹
の
功
業
」
一
二
六
l
六
三
頁
。
「
皮
革
産
業
沿
革
史
」
上
巻
。
座
談
会
記
録
。
「
日
本
皮
革
株
式
会
社
五
十
年
史
」
。
お
東
京
靴
開
業
組
合
「
靴
の
発
達
と
東
京
靴
同
業
組
合
史
」
第
一
編
、
第
三
l
八。
お
今
西
卯
蔵
「
は
き
も
の
変
遷
史
」
ハ
昭
和
二
五
年
刊
)
。
花
緒
製
造
は
、
明
治
以
降
特
に
盛
ん
と
な
っ
て
い
る
。
釘
宮
本
卯
之
助
開
盾
(
文
久
元
年
創
業
)
、
株
式
会
社
岡
田
屋
(
天
保
六
年
創
業
)
、
文
南
部
屋
五
郎
右
衛
門
つ
元
職
二
年
創
業
)
の
創
業
は
自
称
に
し
て
、
史
料
に
よ
る
裏
付
に
つ
い
て
は
筆
者
未
調
査
。
こ
れ
ら
は
代
表
的
な
神
輿
、
太
鼓
屋
で
あ
る
。
六
拾
軒
百
六
拾
五
軒
